
滋賀県道路整備アクションプログラム

地域別アクションプログラム

高島地域ワーキング

滋賀県道路整備アクションプログラムの見直しに向けた地域ワーキングを開催

高島地域

[日時] 令和4年9月16日（金）
14:00～16:00

[場所] 高島合同庁舎 2階２－Ａ会議室

地域ワーキングの目的
高島土木事務所管内の地域課題を抽出し、その課題を踏ま

えた今後の道路整備について、色々な立場の方から意見を聴

くことを目的とする。

第２回地域ワーキング開催概要

第１回
ワーキング

第２回
ワーキング

第３回
ワーキング

第1回WGでいただいた意見に基づき、「地
域の声(案)」「地域の重点項目(案)」を作成、
提示し、意見をいただきました。

「地域の声」「地域の重点項目」をとりま
とめるとともに、地域の課題を解決する事
業中箇所を提示し、意見を聴きます。

第４回
ワーキング

アクションプログラム2023(案)を提示し
内容について意見をいただきます。

アクションプログラム２０２３策定
（令和5年3月予定）

アクションプログラム策定スケジュール

このたび滋賀県では、平成30年3月に公表した『滋賀県道路整備アクションプログラム2018』の見直しを実

施することになりました。高島土木事務所では、9月16日に第2回高島地域ワーキングを開催しました。

今回

5年間を振り返り、地域の道路、交通の
問題点や課題等についてご意見をいただき
ました。

地域における道路
に関する意見徴収 として整理

地域の重点項目
として設定

地域の声のうち

特に重要な内容
地域
ＷＧ

「地域の声」（案）と「地域の重点項目」（案）の対比

事務局（案） 「地域の重点項目」

地域の魅力や活力を高めるための

道づくり

・高島地域内外の移動を円滑化

する道路網整備

大規模災害を考慮した広域連携

を支える道路網の構築

・緊急輸送道路の整備

・地域にとって唯一の道路整備

安全・安心で魅力的な歩行空間

の確保
・集落間連携を支援する道路整備

住民が主体となった行政と

連携・協働による道づくり
－

地域ワーキングの意見を反映

第１回地域ワーキングで頂いた意

見を基本に、県民アンケート、市町

からの意見を踏まえてとりまとめる。

わかりやすく簡潔にまとめる

広く住民に理解していただくため、

わかりやすい文章で簡潔に整理する。

パンフレットで周知

今後作成、配布するアクションプ

ログラム2023のパンフレットに、意

見を掲載し、広く地域内（県内）に

周知する。

「地域の声」「地域の重点項目」の事務局（案）

第1回高島地域ワーキングにて頂きました委員のみなさまからのご意見を参考にしながら、高島土木事務所管内
における「地域の声」及び「地域の重点項目」事務局（案）を以下のように設定し、ご意見をいただきました。

「地域の声」のとりまとめ方針



ワーキングでいただいた主なご意見

「地域の声」・「地域の重点項目」 事務局（案）へのご意見

饗庭 正昭 [公募委員]

今村 忠彦 [NPO法人SMSA 持続可能

管理協会びわこ 理事長]（座長）

小﨑冨美子 [高島交通安全協会副会長]

福田 久司 [高島市商工会会長]

藤田 幸典 [高島警察署交通課課長]

前川 為夫 [びわ湖高島観光協会会長]

松本美和子 [介護保険認定審査委員

介護保険事業計画等策定委員会委員]

柳生 徹 [高島市都市整備部部長]

地域ワーキング委員（敬称略、五十音順）
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「地域の声」（案） 「地域の重点項目」（案）

・地域の魅力や活力を高めるための道づくり ・高島地域内外の移動を円滑化する道路網整備

・メタセコイア並木などへの観光客で渋滞が発生。通勤利用もある。代替道路を確保してほしい。
・(地域の活力を高めるため)北陸地方と接続する道路が必要。

・小松地域で渋滞が発生。そこを通らざるを得ない状況、(幹線道路を補完する)道路が必要。

・まちが形成されてから道路ができると曲がりくねったり細くなったりして危険
・湖周道路で草が繁茂して見えづらく危険。適切な維持管理による歩道確保が必要
・冬季の通学路の歩道への除雪が課題。

「地域の声」（案） 「地域の重点項目」（案）

・大規模災害を考慮した広域連携を支える
道路網の構築

・緊急輸送道路の整備
・地域にとって唯一の道路整備

「地域の声」（案） 「地域の重点項目」（案）

・安全・安心で魅力的な歩行空間の確保 ・集落間連携を支援する道路整備

「地域の声」（案）

・住民が主体となった行政と連携・協働による
道づくり

・南方面には国道161号のみ。災害時に大渋滞で避難への支障が懸念。代替道路の整備を。
・緊急時の救急搬送は高島市民病院に集中、緊急車両が円滑に通れる道路が必要。
・緊急輸送道路の確保が一番大事。県と市の連携もお願いしたい。

・道路へ愛着を持てるような施策、ＰＲが必要
・道路の草の繁茂やゴミなどが目に付く。
何か方策ができればよい


